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10  a のとき at ≦0 において taat  、 1≦≦ta において atat  であるから 
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0 ≦a のとき 0)1( ≧f であるから、 10 ≦≦x の範囲に 1つの解を持つ。 
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)(xf は下に凸であるから、 10 ≦≦x の範囲に解を持たない。 

 

以上まとめて、求める個数は 
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※ )(aI は絶対値記号付き関数の積分なので、値は正であり、 10  a のとき 0
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調べなくてもわかる。気づかなくても、微分して調べればわかる。 


